
地域づくりだより(第31号)

【宇和地区の人口】（R7.10.1現在）世帯数 4,026戸/男 3,776人・女 4,219合計 7,995人

14羽のつばめたちが巣立っていきました

カワイイ仮装、待ってます。

私たちが刈りました。

第25回の節目となった通学合

宿つばめ村。今回は10月6日（

月）から10日（金）までの４泊５

日間を男の子6名女の子8名の

計14名で生活しました。

開会式でがんばることを発表

する時には少し固い表情をして

いましたが、その日の夜にはすっ

かり打ち解けて笑顔が見られる

ようになりました。

初日の夕食から最終日の朝食

まで自分たちで作ったり、次の日

の献立をもとに地元のお店に買

い物に行ったり、隔日で洗濯をし

たりと、いつもはお家の人がやっ

てくれることを自分たちでして、

ちょっぴり成長できました。

最終日はそれぞれ、がんばった

事や楽しかったことを発表してく

れて、多くの子どもたちが来年も

また来たいと言ってくれました。

活動の中では宇和婦人会さん

が宿直や料理の指導をしてくれ

て、宇和壮年会さんが宿直や

BBQの火付け指導、宇和松寿

会（老人クラブ）さんが折り紙を

教えてくれました。他にも地域の

方から、頑張っている子どもたち

のためにと、お菓子やアイスの差

し入れもあり、宇和地区の方たち

の暖かいご支援のおかげで子ど

もたちは無事にこのつばめ村を

巣立っていきました。

子どもたちにはここで学んだこ

と体験したことを活かして、今後

の学校生活やお家での暮らしを

楽しくすごせることを願ってます。
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9月28日午前7時。小雨が降る中、宇

和壮年会と宇和婦人会が宇和町体育

館の前の宇和川土手の草刈りを実施し

ました。壮婦のみなさま、雨の中、朝早

くからお疲れ様でした。

『うのまち

まちなみ

ハロウィン』

イベント全体

の詳細は

インスタグラ

ムアカウント

（

@yururian

_unomachi

）をご確認く

ださい。
今年の『うのまちまちなみハロウィン』で

宇和地域づくり協議会がスタンプラリーと

フォトスポットになりました。

ぜひ、かわいく・かっこよく・おもしろく仮装して

参加してください！

宇和地域づくり協議会のハロウィンについて

はインスタグラムアカウント（@uwa-chiiki）

をご確認ください。

～第25回通学合宿つばめ村の様子～

初日の施設内の説明中

野菜切りに挑戦中

キレイに干すことができるかな

使った場所は自分たちで掃除

計算しつつ買い物します

紙飛行機の飛距離を競う！

手を合わせていただきます

BBQの火起こしもお手の物

地域の方からアイスの差し入れ

最後にみんなで記念撮影



地域づくりだより(第31号)

ラジオ体操、467人が参加！ ★15日以上の参加がなんと401人★

みんなの料理講座
9月25日、みんなの料理講座の一環として、

明石にある豆道楽さんの工場見学を実施しました。

製造現場では、ものづくりにかける熱意や工夫を間近で感じることができ、

貴重な体験となりました。

これからも豆道楽さんの美味しい味が、地域に長く愛され続けますよう、

応援しています。

未就学児には

シール！

吸水性のある

タオル

小学生には

文房具

西予市特産品

セット
※内容は当選した方のお楽しみ！

地域住民と子どもたちが、一緒にラジオ体操に参加して、健康なカラダをつくるとともに、地域のチカラ・

キズナを高めることを目的として実施した「夏休みラジオ体操会」

区長さんや宇和町小学校にも協力していただき、スタンプカードを集めて集計し、15日以上・20日以上

参加した方をそれぞれ数え終わりました。

15日以上参加した人は実に401人！未就学児にはシール、小学生には文房具セット、一般参加の方に

は吸水性のあるタオルを記念品としてお配りします。

※記念品については、小学生には学校から、それ以外の方には区長さんを通じて配っていただきます。

そして、20日以上参加した方は333人！その中から厳正なる抽選の結果、西予市特産品セットを10名

の方にプレゼントいたします。当選者の発表については、賞品の発送をもって代えさせていただきます。

多くのご参加、そして運営へのご協力について誠にありがとうございました。

工場見学で知る奥深い魅力

できたての湯葉は、大豆本来の

甘みや風味、クリーミーなコク

がしっかりと感じられました。

豆腐をスイーツとして、きな粉や

黒蜜をかける方法は新鮮な驚

きで、笑顔が広がっていました。


